
３意識調査結果（最終報告）の分析
２ 

１
中
間
報
告
で
は
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
集
計
結
果
が
示
さ
れ
た

だ
け
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
最
終
報
告
で
は
各
種
の
ク
ロ
ス
集

計
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
だ
が
、

私
の
期
待
が
完
全
に
満
た
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
八
表

１
Ｖ
は
ク
ロ
ス
集
計
の
一
覧
表
で
す
。

２
私
は
今
回
の
意
識
調
査
の
目
的
は
次
の
二
点
に
あ
る
べ
き
だ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
１
）
第
一
は
、
学
校
教
育
、
啓
発
活
動
、
事
業
所
内
研
修
な
ど

に
よ
っ
て
、
前
回
調
査
に
比
べ
て
意
識
は
ど
う
変
化
し
た
か

も
同
様
で
す
。

７
「
部
落
差
別
の
起
源
」
に
正
し
い
知
識
を
も
つ
人
、
「
特
別
措

置
法
」
の
認
知
率
は
、
「
近
畿
」
な
ど
西
曰
本
に
多
い
も
の
の
、

既
婚
者
で
「
結
婚
に
あ
た
っ
て
子
ど
も
の
意
志
を
尊
重
す
る
」
、

啓
発
活
動
や
同
和
教
育
を
「
積
極
的
に
す
べ
き
だ
」
と
答
え
た

人
は
、
「
東
北
」
が
一
番
多
い
と
い
う
予
想
外
の
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
「
知
識
」
を
豊

か
に
は
し
た
も
の
の
、
「
理
解
」
を
深
め
、
「
態
度
」
を
積
極
化

し
、
「
差
別
感
情
」
を
払
拭
す
る
の
に
は
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
昨
年
九
月
発
表
に
な
っ
た
総
務
庁
の
意
識
調
査
（
一
九
九
三

年
二
月
実
施
）
の
中
間
報
告
の
概
要
を
、
私
は
本
誌
第
一
○

一
一
号
二
九
九
五
年
二
月
）
で
紹
介
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
地
区
外
（
Ｂ
票
）
結
果
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め

ま
し
た
。

２
「
学
校
の
授
業
」
で
同
和
問
題
を
初
め
て
知
っ
た
人
が
前
回

調
査
二
九
八
五
年
）
に
比
べ
て
八
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い

ま
す
。
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
進
展
の
当
然
の
結
果
と
い

え
ま
す
。
’

３
「
講
演
会
・
研
修
会
」
と
「
地
域
懇
談
会
」
へ
参
加
し
た
人

特
集
１

２
ク
ロ
ス
集
計
の
問
題
点

１
中
間
報
告
の
概
要

意
識
調
査
結
果
（
最
終
報
告
）
の
分
析

地
区
外
（
Ｂ
票
）
の
調
査
結
果

と
い
う
問
題
で
す
。

（
２
）
第
二
は
、
従
来
の
取
り
組
み
が
予
期
し
た
よ
う
な
成
果
を

必
ず
し
も
あ
げ
え
な
か
っ
た
理
由
を
掘
り
下
げ
、
今
後
の
課

題
を
発
掘
す
る
こ
と
で
す
。

３
第
一
の
目
的
に
照
ら
し
て
い
え
ば
、
「
各
段
階
の
学
校
で
の
同

和
教
育
の
学
習
程
度
」
が
な
ぜ
質
問
に
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
、
私
は
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
「
学
校
の
授
業
」
で
問
題
を
初
め
て
知
っ
た
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
成
果
を
確
か
め

る
の
は
、
私
に
は
「
常
識
」
と
も
い
え
る
こ
と
な
の
に
、
そ
れ

が
除
外
さ
れ
た
理
由
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
「
認
知
の

経
路
」
別
に
意
識
の
違
い
を
分
析
す
る
こ
と
な
ど
で
そ
れ
を

補
う
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
「
認
知
経
路
」
別
の
集
計
は

あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

４
ま
た
、
「
学
歴
」
「
職
業
」
「
従
業
員
数
」
別
の
集
計
は
極
め
て

少
な
い
だ
け
で
な
く
、
職
業
の
分
類
基
準
の
意
味
が
分
か
り
ま

せ
ん
。
職
業
や
従
業
員
数
を
調
べ
る
の
は
事
業
所
内
の
研
修
が

ど
れ
だ
け
の
成
果
を
あ
げ
た
か
を
確
か
め
る
た
め
に
だ
け
意
味

が
あ
り
ま
す
。
研
修
が
進
み
、
同
和
問
題
の
解
決
に
直
接
責
任

を
担
う
官
公
庁
勤
務
者
は
従
業
員
数
の
質
問
で
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
公
務
員
よ
り
意
識
が
進
ん
で
い
る
（
は
ず
の
）
教
員

は
従
業
員
数
の
と
こ
ろ
で
ど
う
回
答
し
た
で
し
ょ
う
か
。
官
公

は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
啓
発
活
動
、
例
え
ば
「
広

報
紙
。
冊
子
」
「
新
聞
」
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
「
映
画
・
ビ
デ
オ
」

な
ど
の
啓
発
活
動
に
接
触
し
た
人
は
、
前
回
調
査
よ
り
増
え
て

い
ま
す
。

４
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
は
、
一
部
の
項
目
は
前
回
を
上
回

っ
て
い
ま
す
が
、
八
年
間
の
変
化
と
し
て
は
全
体
と
し
て
極
め

て
小
さ
く
、
中
に
は
逆
転
し
て
い
る
も
の
さ
え
あ
り
ま
す
。

５
同
和
地
区
の
人
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
項
目
で
同
和
地

区
の
数
値
が
地
区
外
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
へ
の
接

触
、
同
和
問
題
の
意
識
、
因
習
へ
の
態
度
、
就
職
差
別
や
女
性

差
別
な
ど
ｌ
こ
れ
は
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
え
る
傾
向
で
す
。

例
外
は
ご
く
一
部
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

６
地
域
ブ
ッ
ク
別
に
は
、
「
講
演
会
・
研
修
会
」
「
地
域
懇
談
会
」

へ
の
参
加
は
、
「
関
東
」
「
中
部
」
特
に
「
東
北
（
北
海
道
を
含

む
）
」
が
顕
著
に
少
な
く
、
「
広
報
紙
・
冊
子
」
「
映
画
・
ビ
デ
オ
」

小

森
哲

郎
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鱒

１② 家柄・血筋 結婚扣手の

２
 

３
 

①
 

イ
コ

蕊の
職

３
 

②
 

女は家庭
男は仕事

３
 

③
 

僧家拒否
外魍人への

４
 

人壇嵩
嘉

５
 

人魁
の
害
対
時
応

６
 

①
 

尊重状況
日本の人禰

６
 

②
 

意識変化
加年杣との

７
 人極問題

関心ある

８
 

人柏Ⅲ週 外国の

９
 

ｸト議
応

】
(
）

露知
同和問題の

1
１
 

蝿知の時期

1
２
 

縄知の継路

１
３
 

勤穀別Ｏ
〕

起源

1
４
 

人との交際 同和地区の
帽①ざ
子
供
＊

の
Ｉ
Ｂ
Ｃ

鱒

脂②
｢Ｉ 
分
＊
の
未

騨

1
６
 への遮見

問題解決

1
７
 

特灘簸
蝿

の
ｸ
ﾋ
ﾟ
、

Ｍ
１
 

解決の方法

１
９
 

の力麸
対簸適正化

2(） 

榊悪
の

蝿

２
１
 

稗驚
の
動
意見

２
２
 

同畷
の

f
f
意見

２
３
 

のあり方
啓発・敏行

２
４
 

他の
へ

鮪
の

鰯

地
域
プ
ロ
ツ
タ

○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

性
×
年
齢

○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

学
歴

○
 
○
 

職
業

○
 

○
 
○
 

○
 

○
 

企
業
の
従
業
員
数

○
 
○
 

○
 

対
顛
地
区
の
有
無

○
 

○
 
○
 

啓
発
活
動
へ
接
触

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

○
 

1
-
1
ひ
の
え
う
ま
の
結
婚

。

1
-
2
結
婚
相
手
の
家
柄

○
 

２
結
婚
へ
の
意
見

○
 
○
 

○
 

3
-
1
緑
子
家
庭
の
就
職

×
 

×
 

○
 

○
 

３
２
男
は
仕
事
女
は
家
庭

×
 

×
 

○
 

○
 

3
-
3
外
国
人
へ
借
家
拒
否

×
 

×
 

○
 

○
 

4
-
5
人
権
侵
害
・
対
応

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

５
人
権
侵
害
へ
の
対
応

×
 

6
-
1
日
本
の
入
梅
状
況

×
 

×
 

×
 
○
 
。

。
○
 

×
 

（
）
 

６
－
２
１
０
年
間
の
意
識
変
化

×
 

×
 

×
 
○
 
○
 
○
 

×
 

×
 

（
）
 

1
1
甥
知
の
時
期

×
 

（
）
 

１
２
鰯
知
の
経
路

（
、

（
）
 

(
）
 

ｌ
ｌ
Ｘ
ｌ
２
賜
知
の
時
期
・
経
路

×
 

１
３
部
落
差
別
の
起
源

（
､
 

l
5
-
l
子
ど
も
の
結
婚

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

（
）
 

（
､
 

1
5
-
2
自
分
の
結
婿

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
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７意識調査結果（最終報告）の分析 ６ 

①
と
⑤
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
例
外
は
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し

て
の
傾
向
で
判
断
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
①
⑤
）
⑤
⑥
を
男
女
別

に
人
表
３
Ｖ
と
人
表
４
Ｖ
に
示
し
て
い
ま
す
。
男
性
と
女
性
で

傾
向
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
な
お
、
「
八
○
歳
以

上
」
の
人
は
絶
対
数
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
項
目
で

か
な
り
極
端
な
数
値
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
年
齢
不
明
」
と
と

も
に
判
断
に
あ
た
っ
て
は
無
視
し
ま
し
た
。

２
八
表
３
Ｖ
は
男
性
の
年
齢
別
の
傾
向
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
次
の
諸
点
を
指
摘
で
き
ま
す
。

（
１
）
若
い
人
（
特
に
二
○
歳
代
）
は
「
学
校
の
授
業
」
（
「
認
知

2＞男女差が５ポイント以上の項目（地区外）

Ｉ
 

１
年
齢
別
に
は
、
若
年
層
の
傾
向
を
中
心
に
分
析
す
べ
き
は
当

夕

然
で
、
次
の
六
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

①
若
い
人
が
全
体
と
し
て
進
ん
で
い
る
（
積
極
的
な
、
多
い
）
項
目

②
一
一
○
歳
代
が
特
に
進
ん
で
い
る
項
目

③
変
化
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
不
規
則
な
変
化
を
し
て
い

る
項
目

④
若
い
人
と
高
年
者
が
遅
れ
て
い
る
（
中
年
層
が
進
ん
で
い
る
）
項
目

⑤
若
い
人
が
遅
れ
て
い
る
（
消
極
的
な
、
少
な
い
）
項
目

⑥
一
一
○
歳
代
が
特
に
遅
れ
て
い
る
項
目

４
年
齢
別
の
傾
向

１－２３－１１５－１１５－２１６１７１８－４ 

－６２１１７６４６８ 

１８－９８－１８－３８－５ 

１３６５５７２９７ 

８－７８－８１９－２１９－４ 

７．４７．４９．８８．１９．５６．０１１．４５．７７４ 

－は女性、他は男性が多い

＜表３＞男性の年齢別の傾向（地区外） ３
性
別
の
傾
向

１
性
×
年
齢
別
に
は
全
項
目
が
集
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
表

２
Ｖ
に
男
女
差
が
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
項
目
を
抽
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
は
一
七
項
目
で
男
性
が
女
性
を
上
回
り
、
女
性

が
男
性
よ
り
六
・
二
ポ
イ
ン
ト
多
い
の
は
「
母
子
家
庭
の
子
ど

も
の
就
職
」
（
質
問
３
１
１
）
だ
け
で
す
。
特
に
「
見
聞
き
し
た

国
際
問
題
」
で
は
九
項
目
中
五
項
目
で
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差

が
み
ら
れ
ま
す
。

２
こ
の
結
果
を
単
純
に
受
け
と
め
る
と
、
女
性
が
本
来
的
に
遅

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
私
は
そ
う
は
思

い
ま
せ
ん
。
女
性
の
学
歴
や
職
場
で
の
役
割
、
家
庭
で
の
し
つ

け
、
多
く
の
社
会
的
経
験
を
積
む
こ
と
が
相
対
的
に
少
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
差
別
の
結
果
と
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う

に
思
い
ま
す
。
だ
が
、
現
状
で
は
、
人
権
・
差
別
問
題
に
関
し

て
、
か
な
り
の
男
女
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

で
し
た
が
）
不
必
要
（
と
思
わ
れ
る
）
集
計
が
あ
っ
た
り
、
「
表

側
」
と
「
表
頭
」
が
逆
転
し
て
い
る
個
所
が
あ
っ
た
り
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
残
念
な
こ
と
で

す
。

(注）１．

２． 
▼のある項目は特に20歳代が進んでいる、あるいは遅れている項目
Ａ＝同和問題以外の人権問題、Ｂ＝同和問題、Ｃ＝啓発活動への接触
Ｄ＝見聞きした国際問題、Ｅ＝問題解決の方法、Ｆ＝適正化の方法

１－２ 

結婚相

手の家

柄血筋

３－１ 

母子家

庭の子

の就職

５ 

侵害時

は相手

に抗議

７ 

同和問

題に関

心あり

1５－１ 

子ども

の結婚

既婚者

1５－２ 

自分の

結婚

未婚者

1６ 

問題解

決への

意見

1７ 

特別

対策の

認知

1８－４ 

新聞

差 7.3 －６．２ 1１．７ ６．４ ６．８ 1３．６ 5.5 ７．２ 9.7 

1８－５ 

雑誌

週刊誌

1８－９ 

掲示物

８－１ 

世界

人権

宣言

８－３ 

国際

人権

規約

８－５ 

難民

条約

８－７ 

国際

先住民

年

８－８ 

アパル

ﾄヘイ

卜

1９－２ 

周辺と

一体性

公平性

1９－４ 

えせ同

和行為

の排除

差 7.4 7.4 ９．８ 8.1 9.5 6.0 1１．４ ５．７ 7.4 

若い人が進んでいる

(積極的な、多い）項目 若い人が遅れている（消極的な、少ない）項目

Ａひのえうまの結婚 Ａ侵害時は法務局に Ｄ▼国際先住民年

Ａ結婚相手の家柄・血筋 Ａ▼同和問題への関心 Ｅ生活力の向上

Ａ▼結婚についての意見 Ｂ認知経路（身うち） Ｅ行政などへの働きかけ
Ａ▼母子家庭の子の就職 Ｂ▼認知経路（仲間） Ｅ自然になくなる

Ａ▼外国人への借家拒否 Ｂ問題解決への意見 Ｆ行政の主体性
Ａ日本の人権尊重の状況 Ｂ特別対策の認知 F▼過度の優遇を廃止
Ａ１０年前との意識の変化

Ａ外国の問題への対応

Ｂ▼認知時期（15歳まで）

Ｂ認知経路（啓発･教育）

Ｂ子どもの結婚(既婚者）

Ｂ啓発活動への意見

Ｂ同和教育への意見

Ｄ世界人権宣言

Ｄアパルトヘイト

Ｅ地区外の意識向上

Ｅ差別はなくならない

Ｃ▼講演会

Ｃ地域懇談会

Ｃ▼広報紙・冊子

Ｃ▼新聞

Ｃ▼雑誌・週刊誌

Ｃ▼書籍

Ｃ同和問題以外の講演会

Ｄ人種差別撤廃条約

Ｄ国際人権規約

Ｄ女子差別撤廃条約

Ｄ▼児童の権利条約
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＜表４＞女性の年齢別の傾向（地区外）（
１
）
女
性
の
場
合
は
、
若
い
人
が
進
ん
で
い
る
項
目
が
一
一
七
と

多
く
、
遅
れ
て
い
る
の
は
一
○
項
目
だ
け
で
す
。

（
２
）
若
い
女
性
は
因
習
を
否
定
し
、
同
和
問
題
以
外
の
差
別
を

鋭
く
と
ら
え
、
「
曰
本
の
人
権
尊
重
の
状
況
」
と
二
○
年
間

の
意
識
の
変
化
」
に
つ
い
て
も
厳
し
い
と
ら
え
方
を
し
て
い

ま
す
。

（
３
）
同
和
問
題
を
知
り
、
「
部
落
差
別
の
起
源
」
に
正
し
い
知
識

を
も
ち
、
啓
発
活
動
・
同
和
教
育
に
積
極
的
な
意
見
を
も
っ

て
い
る
の
は
若
い
人
に
多
く
、
「
子
ど
も
の
結
婚
」
に
つ
い
て

「
そ
の
意
志
を
尊
重
す
る
」
と
答
え
た
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

（
４
）
ま
た
、
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」
は
九
項
目
中
四
項
目
は

若
い
人
が
多
く
知
っ
て
お
り
、
「
問
題
の
解
決
方
法
」
に
つ
い

て
も
正
し
い
理
解
と
い
え
る
五
項
目
中
三
項
目
は
若
い
人
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
若
い
人
に
少
な
い
一
つ
は
「
結
婚
に
つ
い
て
の
意
見
」
（
結

婚
成
立
の
条
件
）
で
す
。
「
子
ど
も
の
結
婚
」
と
矛
盾
す
る
よ

う
な
気
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
い
未
婚
の
人
が

現
実
を
無
視
し
え
な
い
状
況
、
理
屈
だ
け
で
は
回
答
で
き
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
特
別
対
策
」
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
「
地
域
懇
談
会
」
へ

の
出
席
、
「
広
報
紙
・
冊
子
」
を
読
ん
だ
人
が
少
な
い
こ
と
な

(注）１．▼のある項目は特に20歳代が進んでいる、あるいは遅れている項目
２．Ａ＝同和問題以外の人権問題、Ｂ＝同和問題、Ｃ＝啓発活動への接触
Ｄ＝見聞きした国際問題、Ｅ＝問題解決の方法、Ｆ＝適正化の方法

４１１－－－１１ＩＩＪⅡＰ１Ｊｑ■００１■■■ＤＢ０－０勺▽▲□Ⅱ凸１０△■『且■凸■曰□凸■〃▼白：■■■■００■００－０１■■■■■－凸■■刀■Ⅱ岾口■■■□Ⅱ■■■ロロ０Ⅱ０■■■■■Ｏｒ０△ＧⅡロロ。■■■ｑ０Ｄ几Ｊ■ｑ０Ｑ００

５
啓
発
活
動
へ
の
接
触
別
の
傾
向

１
「
啓
発
活
動
」
が
人
び
と
の
意
識
の
変
容
に
ど
れ
だ
け
の
役

割
を
果
た
し
た
か
を
知
る
た
め
、
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

第
一
は
、
各
活
動
と
も
「
何
回
と
な
く
参
加
し
た
（
読
ん
だ
・

み
た
）
」
、
「
１
．
２
回
」
、
「
な
い
」
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
「
何
回
と
な
く
」
の
数
値
を
媒
体
別
に
比
較
し
、
最
高

率
の
も
の
を
第
一
位
、
以
下
第
二
位
…
…
第
九
位
と
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
（
読
ん
だ
・
み
た
）
こ
と
が
効
果
が
あ
っ
た
か
ら
こ

経
路
」
の
「
啓
発
・
教
育
」
）
で
同
和
問
題
を
知
っ
た
人
が
多

く
、
因
習
を
否
定
し
、
差
別
を
と
ら
え
る
目
が
鋭
い
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
啓
発
活
動
・
同
和
教
育
に
積
極
的
意
見
を
も

っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
現
実
に
同
和
教

育
を
受
け
て
き
た
の
で
、
当
然
と
い
え
ま
す
。

‐
（
２
）
し
か
し
、
啓
発
活
動
へ
の
接
触
が
少
な
い
こ
と
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
の
九
項
目
の
う
ち
六
項
目
、
ま
た
「
同

和
問
題
以
外
の
講
演
会
」
へ
の
出
席
が
少
な
く
、
こ
の
こ
と

も
関
連
し
て
か
、
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」
は
九
項
目
中
五

項
目
で
遅
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。
「
国
際
問
題
」
で
若
い
人
に

多
い
の
は
、
「
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
巳
と
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」
の

二
つ
だ
け
で
す
。

（
３
）
ま
た
、
同
和
問
題
の
「
関
心
」
は
低
く
、
「
特
別
対
策
」
の

認
知
率
は
低
く
、
「
問
題
解
決
の
た
め
努
力
す
べ
き
だ
」
と
い

う
人
は
少
な
く
、
「
行
政
な
ど
へ
の
働
き
か
け
」
が
少
な
い
こ

と
か
ら
判
断
す
る
と
解
放
運
動
の
意
味
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
４
）
男
性
の
場
合
は
、
第
四
の
タ
イ
プ
（
高
・
若
年
者
が
遅
れ

て
い
る
項
目
）
は
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
「
掲
示
物
」
へ
の
接

触
と
「
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
三
項

目
だ
け
で
す
。

３
八
表
４
Ｖ
は
女
性
の
年
齢
別
の
傾
向
で
す
。

ど
を
指
摘
で
き
ま
す
。

（
６
）
ま
た
、
女
性
で
は
「
講
演
会
」
「
新
聞
」
「
雑
誌
・
週
刊
誌
」

「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
「
同
和
問
題
以
外
の
講
演
会
」
へ
の
接

触
と
、
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
「
難
民
条
約
」
を
知
っ
て
い

る
人
が
高
・
若
年
層
に
少
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
ま
す
。

（
７
）
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
場
合
は
若
い
人
が
全
体
と
し
て
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
性
別
に
全
体
と
し
て
比

較
す
る
と
、
男
性
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
二
○
歳
代
に
限
る

と
、
女
性
が
遅
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
か
な
り
多
く

の
項
目
で
女
性
が
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
女
性
が
本
来
的
に

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え

ま
す
。

若い人が進んでいる（積極的な、多い）項目
若い人が遅れている

(消極的な、少ない）項目

Ａひのえうまの結婚 Ｂ啓発活動への意見 Ａ結婚についての意見

Ａ結婚相手の家柄・血筋 Ｂ同和教育への意見 Ａ侵害時は法務局に

Ａ母子家庭の子の就職 Ｃ書籍 Ｂ認知経路（身うち）

Ａ男は仕事、女は家庭 Ｃ映画・ビデオ Ｂ▼認知経路（仲間）

Ａ外国人への借家拒否 Ｃ掲示物 Ｂ特別対策の認知

Ａ侵害時は相手に抗議 Ｄ世界人権宣言 Ｃ▼地域懇談会

Ａ日本の人権尊重の状況 Ｄ児童の権利条約 Ｃ▼広報紙・冊子

Ａ１０年前との意識の変化 Ｄアパルトヘイト Ｅ行政などへの働きかけ

Ａ外国の問題への対応 Ｄアムネステイ・インタ

－ナショナル

Ｅ自然になくなる

Ｂ同和問題の認知 Ｅ生活環境の整備 Ｆ過度の優遇を廃止

Ｂ▼認知時期（15歳まで）

Ｂ認知経路（啓発･教育）

Ｂ▼部落差別の起源

Ｂ子どもの結婚(既婚者）

Ｅ社会的生活能力の向上

Ｅ地区外の意識向上

Ｆ周辺との一体性
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＜表５＞啓発活動への接触別の傾向 (地区外）

未
満
で
、
男
性
は
五
○
歳
未
満
、
女
性
は
四
○
歳
未
満
の
参

加
が
少
な
い
）
と
、
参
加
者
に
強
制
に
近
い
も
の
が
感
じ
ら

れ
、
「
お
義
理
」
の
参
加
も
一
つ
の
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
３
）
「
広
報
紙
。
冊
子
」
は
、
点
数
が
高
く
、
予
期
し
た
よ
う
な

効
果
が
必
ず
し
も
あ
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
同

和
問
題
が
や
や
例
外
的
な
こ
と
は
従
来
の
取
り
上
げ
方
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
４
）
「
新
聞
」
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
あ

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｃ
の
「
国
際
問
題
」
と
Ｄ
の

「
解
決
法
」
の
「
差
」
で
は
第
一
位
で
す
。
具
体
的
な
知
識

の
普
及
に
は
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
「
雑
誌
・
週
刊
誌
」
は
、
Ｃ
の
「
国
際
問
題
」
で
の
効
果
は

相
当
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
６
）
「
書
籍
」
は
、
多
く
の
分
野
で
か
な
り
高
い
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
書
籍
は
あ
る
程
度
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
、
し
か

も
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
数
が
あ
る
の
が
普
通
で
す
。
そ
れ
を
読

み
通
す
た
め
に
は
相
当
以
上
の
努
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ

の
努
力
が
効
果
を
あ
げ
る
一
つ
の
原
因
で
、
今
後
こ
の
点
に

注
目
し
た
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

（
７
）
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
に
比
べ
て
、
「
映
画
・
ビ
デ
オ
」
の

効
果
は
全
体
と
し
て
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
「
テ
レ
ビ
」

已
・
８
・
■
０
４
■
■
Ｂ
ｌ
ｆ
・
己
ｇ
｜
□
■
■
Ｅ
Ｕ
Ｄ
■
●
■
■
０
△
■
Ⅱ
■
’
▲
□
■
曰
呵
Ｉ
０
Ｄ
ｊ
Ｕ
Ｐ
０
●
□
■
■
■
▽
〃
△
■
５
日
。
Ｂ
■
■
■
ロ
、
ご
■
■
０
■
■
｜
ｕ
６
Ｃ
Ｉ
田
Ｌ
■
Ｂ
Ｆ
７
９
ｑ
１
９
０
１
■
▽
Ⅱ
Ｂ
ｇ
ｄ
Ｊ
β
■

同和問題以外
の人権問題

同和問題
見聞きした国

際題

解決法につい

て誤った理解

【【
差
①
⑥
④
⑤
⑨
②
⑦
③
⑦

囮■■■■回
【

(注）「多回」は｢何回となく」接触した人の比率を比較し､高い順に第１位､第２位
とし、４項目別に合計して、順位をつけたもの。「差｣は｢何回となく」から｢な
い｣を引き、その数値が最も大きいものを第１位とし、以下は同様の方法を用
いた。点数が少ないほど、効果的であったことを示していると考えられる。

１
最
終
報
告
で
は
、
性
×
年
齢
別
と
啓
発
活
動
へ
の
接
触
別
の

数
値
が
（
ほ
と
ん
ど
）
す
べ
て
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
傾
向
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、
同
和
問
題
に
関
し
て
は
「
部
落

差
別
の
起
源
」
と
「
子
ど
も
の
結
婚
に
対
す
る
態
度
」
が
相
当

詳
細
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
部
落
差
別
の
起
源
」
に
関
す
る
結
果
を
人
表
６
Ｖ
に
整
理

し
て
い
ま
す
。
数
値
を
全
部
提
示
す
る
煩
は
避
け
ま
し
た
が
、

結
果
は
ほ
ぼ
予
想
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
「
二
○

歳
代
」
「
同
和
地
区
の
あ
る
地
域
」
、
啓
発
活
動
に
多
く
接
触
し

た
人
、
「
特
別
対
策
」
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
な
ど
に
「
政
治
起

そ
高
い
水
準
の
数
値
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。
そ

れ
を
Ａ
「
同
和
問
題
以
外
の
人
権
問
題
」
、
Ｂ
「
同
和
問
題
」
、

Ｃ
「
見
聞
き
し
た
国
際
的
問
題
］
Ｄ
「
問
題
解
決
の
方
法
」
の

四
分
野
別
に
合
計
し
、
点
数
が
最
も
少
な
い
も
の
を
第
一
位
、

最
も
多
い
も
の
を
第
九
位
と
し
ま
し
た
。
表
で
は
「
多
回
」
と

表
示
し
て
い
ま
す
。

２
第
二
は
、
「
何
回
と
な
く
」
か
ら
「
な
い
」
を
引
き
（
減
じ
）
、

そ
の
数
値
が
最
も
大
き
い
も
の
を
効
果
が
最
大
と
考
え
、
第
一

位
と
し
ま
し
た
。
以
下
の
処
理
は
第
一
の
方
法
と
同
様
に
行
い

ま
し
た
。
表
で
は
「
差
」
と
表
示
し
ま
し
た
。

と
も
に
科
学
的
な
方
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
き

な
傾
向
は
両
者
で
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
そ
の
結
果
を
要
約
し
た
の
が
人
表
５
Ｖ
で
す
。
以
下
の
諸
点

を
指
摘
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
「
講
演
会
・
研
修
会
」
は
、
Ｃ
の
「
国
際
問
題
」
を
除
き
、

順
位
は
①
（
第
１
位
）
か
②
（
第
２
位
）
で
、
か
な
り
の
成

果
を
あ
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
「
国
際
問

題
」
の
知
識
を
講
演
会
な
ど
に
期
待
す
る
の
が
無
理
な
こ
と

は
説
明
の
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。

（
２
）
「
地
域
懇
談
会
」
は
、
小
規
模
の
学
習
会
な
の
に
そ
れ
ほ
ど

の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
参
加
者
が
比
較
的

高
齢
層
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
三
○
歳
代
の
参
加
率
は
五
％

に
比
べ
て
「
映
画
・
ビ
デ
オ
」
は
時
間
の
制
約
が
あ
り
ま
せ

ん
し
、
話
し
合
い
な
ど
が
で
き
ま
す
。
「
み
っ
ぱ
な
し
」
だ
け

で
な
い
効
果
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
」
は
自
宅
で
見
聞
き
し
て
い
る
の
に
、
「
映
画
・

ビ
デ
オ
」
は
会
場
ま
で
足
を
運
び
ま
す
。
た
だ
、
Ｃ
（
国
際

問
題
）
と
，
（
解
決
法
）
の
効
果
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
８
）
「
掲
示
板
」
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は
困
難
で
す
。

（
９
）
結
論
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
十
分
活
か
し
た
取
り
組

み
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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同和問題以外
の人権問題

多回 差

同和問題

多回 差

見聞きした国

際問題

多回 差

解決法につい

て誤った理解

多回 差

講演会・研修会 ２ ② １ ① ５ ⑤ １ ② 

地域懇談会 ７ ⑨ ４ ⑥ ９ ⑨ ２ ③ 

広報紙・冊子 ９ ③ ６ ④ ８ ⑧ ８ ⑨ 

新聞 ６ ④ ８ ⑤ ３ ① ５ ① 

雑誌・週刊誌 ４ ⑤ ５ ⑨ ２ ② ６ ⑤ 

書籍 １ ① ２ ② １ ③ ３ ④ 

ラジオ・テレビ ５ ⑤ ７ ⑦ ４ ④ ７ ⑥ 

映画・ビデオ ２ ③ ３ ③ ６ ⑥ ４ ⑦ 

褐 丁； 物 ８ ⑦ ８ ⑦ ７ ⑥ ９ ⑧ 
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＜表７＞結婚で子どもの意志を尊重するという人(地区外）【総合45.7％】（単位:％）

1２ 

＜表６＞「政治起源脱」 を選択した人（地区外）【総合55.1％】 (単位：％）

Ⅱ
】

： 

.Ⅱロ

.Ⅱロ

認知の時期

認知の経路

＜表８＞特別措置法の認知・解決への意見による差（地区外）（単位：％） 源
説
」
を
選
ん
だ
率
が
高
く
、
例
外
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
一
つ
の
例
外
ら
し
い
の
は
、
今
後
の
啓
発
活
動
と
同
和

教
育
に
つ
い
て
「
や
る
べ
き
で
な
い
」
よ
り
「
あ
ま
り
や
ら
な

い
方
が
い
い
」
人
に
積
極
的
意
見
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
啓
発

活
動
と
同
和
教
育
へ
の
意
見
別
に
は
、
全
体
と
し
て
差
が
小
さ

く
、
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
式
の
考
え
が
知
識
的
に
豊
か
な
人

の
中
に
も
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
既
婚
者
に
「
子
ど
も
の
結
婚
へ
の
態
度
」
を
確
か
め
た
結
果

で
は
、
四
五
・
七
％
の
人
が
「
子
ど
も
の
意
志
を
尊
重
す
る
」

を
選
択
し
て
い
ま
す
。
各
指
標
別
の
数
値
を
人
表
７
Ｖ
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
も
全
体
と
し
て
予
想
の
範
囲
内
と
い
え
ま
す
が
、

①
同
和
地
区
の
「
な
い
」
地
域
が
五
一
・
五
％
で
「
あ
る
」
地

域
を
一
○
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
②
「
広
報
紙
・

冊
子
」
と
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
で
は
「
な
い
」
人
よ
り
「
１

～
２
回
」
に
「
尊
重
す
る
」
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
で
き

ま
す
。
ま
た
、
③
「
認
知
の
時
期
」
で
は
「
蛆
～
加
歳
」
が
「
６

歳
未
満
」
よ
り
一
九
・
八
ポ
イ
ン
ト
多
く
、
④
「
経
路
」
別
に

は
「
家
族
」
に
教
え
ら
れ
た
人
が
三
六
・
九
％
で
最
も
少
な
い

こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
啓
発
活
動
・
同
和
教

育
へ
の
意
見
で
は
、
「
や
る
べ
き
で
な
い
」
と
「
あ
ま
り
や
ら
な

園勇二董崖f悪

簔再蕪霊芒乎

最高数値の層 最低数値の層 ￣ 

性別 男性（49.5） 女性（42.7）
年齢 20歳代（男61.7,女64.2） 男：６０歳代（41.7）女：７０歳代（34.7）
学歴 大学（53.5） 小・中学校（39.5）
職業 学生（60.0） 農林漁業者（37.8）
企業の従業員数 官公庁（59.5） 10人未満 （44.8） 

対象地区の有無 ある（41.1） ない （51.5） 

啓発活動への接触
講演会・研修会

地域懇談会

広報紙・冊子

新聞

雑誌・週刊誌

書籍

ラジオ・ＴＶ

映画・ビデオ

掲示物

何回もある（57.0）

何回もある（50.4）

何回もある（51.1）

何回もある（53.1）

何回もある （52.0） 

何回もある（59.8）

何回もある（53.6）

何回もある（56.7）

何回もある（51.4）

ない （44.0） 

ない （45.7） 

１～２回（43.7）

ない （42.7） 

ない （43.7） 

ない （43.6） 

1～２回（43.9）

ない （44.4） 

ない （44.1） 

曰Ｚ 更の人権意識状況 尊重されていない （53.2） 尊重されている （42.4） 

10年前との意識変化 変わっていない （50.0） 変わった （45.0） 

認知の時期 18～20歳（54.1） 6歳未満（34.3）
認知の経路 集会・研修会（609） 家族（36.9）
部落差別の起源 政治起源説（51.0） 人穫i起源説（33.8）
問題解決への意見 解決に努力する（58.8） 自分には関係ない（16.3）
特別対策の認知 よく知っている（52.5） 何も知らない（42.2）

最高数値の層 最低数値の層

性別 男性（56.2） 女性（54.1）

年齢 20歳代（男63.1,女65.0） 男：４０歳代（50.5）女：７０歳代（47.9）

対象地区の有無 ある（60.4） ない （48.8） 

啓発活動への接触
講演会・研修会

地域懇談会

広報紙・冊子

新聞

雑誌・週刊誌

書籍

ラジオ・テレビ

映画・ビデオ

褐 刀R； 物

何回もある（78.2）

何回もある（73.2）

何回もある（71.1）

何回もある（68.8）

何回もある（68.6）

何回もある（71.2）

何回もある（64.3）

何回もある（72.8）

何回もある（70.9）

ない （49.6） 

ない（53.7）

ない （45.0） 

ない （47.3） 

ない （51.3） 

ない （49.3） 

ない （52.4） 

ない （46.1） 

ない （45.0） 

認知の時期 6～11歳（61.9） 20歳以上 （47.2） 

認知の経路 学校の授業（69.8） 職場の人（44.6）

子どもの結婚 子どもの意志を尊重（6Ｌ３） 絶対許さない （46.8） 

解決への意見 解決に努力すべきだ（64.0） 自分には関係ない （38.1） 

特別対策の認知 よく知っている（74.5） 何も知らない （43.4） 

解決の方法 地区外の人の意識高揚（58.6） 差別はなくならない （50.3） 

啓発活動の意見 積極的にすべきだ（62.0） あまりやらない方がいい （55.2） 

同和教育の意見 積極的にすべきだ（61.9） あまりやらない方がいい （54.2） 

ひのえ

うまの

結婚

なくす

べきだ

結婚相
手の家

柄血筋

なくす

べきだ

結婚に
ついて

の意見

当事者

の合意

母子家

庭の子

の就職

差別と

思う

男は仕

事、女

は家庭

差別と

思う

外国人

への借

家拒否

差別と

恩う

人権侵

害の

有無

ある

日本の

人権尊
重状況

尊重さ

れない

特別

措置

知っている

知らない

78.8 

69.9 

6１．２ 

5２．２ 

1４．２ 

1０．３ 

7４．０ 

7４．２ 

3９．５ 

38.9 

37.8 

311 

32.3 

2５．０ 

33.0 

2３．５ 

解決

意見

努力すべき

関係ない

81.9 

52.2 

6７．９ 

3４．５ 

1２．１ 

1３．３ 

78.0 

62.8 

4５．７ 

2７．４ 

4１．６ 

1３．３ 

30.1 

2３．９ 

1６．１ 

1１．５ 

10年間

の意識

の変化

変って
いない

関心あ

る人権

間題

同和
間題

外国問

題への

対応

積極的
にする

部落差
別の

起源

政治
起源説

同和地

区の人

と交際

親しく
交際

子ども

の結婚

既婚者

子の意
志尊重

自分の

結婚
未婚者

自分の
意志で

問題解

決への

意見

努力す
べきだ

特別

措置

知っている

知らない

1１．４ 

1６．７ 

6６．５ 

2９．８ 

33.0 

2６．８ 

7４．５ 

4３．４ 

9１．６ 

8５．２ 

5２．５ 

4２．２ 

1６．７ 
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2５．２ 

解決

意見
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1２．８ 

1４．２ 
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2６．５ 

38.2 
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64.0 

3８１ 

93.9 

62.8 

58.8 

１６．３ 

2２．３ 
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’ 
１５意識調査結果（最終報告）の分析 １４ 

１
そ
の
た
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
各
同
和
地
区
ご
と
の
集
計
が
望

ま
れ
ま
す
が
、
抽
出
調
査
で
す
し
、
対
象
地
区
『
一
一
○
四
別

に
集
計
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、

性
・
年
齢
別
と
学
習
活
動
へ
の
接
触
別
の
集
計
を
主
に
し
た
の

子
」
は
三
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
ら
、
か
な
り
の
減
少
と
い

え
ま
す
。

３
同
和
問
題
を
含
む
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
は
そ
う
向
上

し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
後
退
し

て
い
る
項
目
が
多
く
あ
り
ま
す
。
好
ま
し
い
変
化
が
み
ら
れ
る

の
は
「
ひ
の
え
う
ま
の
結
婚
」
と
「
結
婚
に
あ
た
っ
て
相
手
の

親
は
子
ど
も
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
思
う
」
の
一
一
項
目
だ
け
で

す
。
啓
発
活
動
は
「
積
極
的
に
す
べ
き
だ
」
は
一
三
・
九
ポ
イ

ン
ト
減
っ
て
い
ま
す
。

４
ま
た
、
中
間
報
告
で
、
私
が
集
計
・
分
析
を
担
当
し
た
福
岡

県
Ａ
市
の
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。
Ａ
市
の
数
値
は
「
啓
発
活

動
へ
の
参
加
」
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
」
「
同
和
問
題
以

外
の
意
識
」
の
ほ
ぼ
全
項
目
で
全
国
と
九
州
の
水
準
を
か
な

り
上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
断
定
す
る
の
は
困
難
で
す

が
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
が
最
大
の
要
因
と
思
わ

れ
ま
す
。

い
方
が
い
い
」
は
「
部
落
差
別
の
起
源
」
と
同
様
に
数
値
が
逆

転
し
て
い
ま
す
が
、
「
積
極
的
に
」
と
答
え
た
人
と
の
差
は
「
起

源
」
よ
り
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
第
三
に
、
「
特
別
対
策
」
の
認
知
と
「
問
題
解
決
へ
の
意
見
」

別
の
集
計
結
果
を
人
表
８
Ｖ
に
提
示
し
て
い
ま
す
。
「
特
別
対

策
」
の
認
知
は
同
和
問
題
に
関
す
る
知
識
、
「
問
題
解
決
へ
の
意

見
」
は
理
解
の
程
度
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
特
別

対
策
」
は
「
知
っ
て
い
る
」
と
「
何
も
知
ら
な
い
」
人
の
数
値
、

「
問
題
解
決
へ
の
意
見
」
は
「
努
力
す
べ
き
だ
」
と
「
自
分
は

直
接
関
係
な
い
」
と
答
え
た
人
の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
全

体
と
し
て
い
え
ば
、
「
特
別
対
策
」
を
知
り
、
「
問
題
解
決
」
に

「
努
力
す
べ
き
だ
」
と
い
う
人
の
意
識
は
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
随
所
に
例
外
が
み
ら
れ
ま
す
。
差
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
項
目
、
中
に
は
逆
転
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
「
特
別
対
策
」
で
は
、
①
「
結
婚
に
つ
い
て
の
意
見
」
、
②

「
母
子
家
庭
の
子
の
就
職
」
、
③
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
、

④
「
ｎ
年
間
の
意
識
の
変
化
氏
⑤
「
同
和
地
区
の
人
と
の
交
際
」
、

⑥
「
自
分
の
結
婚
」
（
未
婚
者
）
の
六
項
目
、
「
解
決
へ
の
意
見
」

で
は
、
①
「
結
婚
に
つ
い
て
の
意
見
」
、
②
「
日
本
の
人
権
尊
重

の
状
況
」
、
③
「
加
年
間
の
意
識
の
変
化
」
な
ど
で
す
。
「
解
決

へ
の
意
見
」
よ
り
「
特
別
対
策
」
に
例
外
的
な
も
の
が
多
い
の

は
、
「
も
の
し
り
」
で
あ
る
こ
と
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
い
え

２
ク
ロ
ス
集
計
の
問
題
点

１
地
区
外
で
は
、
男
性
が
多
く
の
項
目
で
女
性
よ
り
進
ん
で
い

ま
し
た
が
、
同
和
地
区
で
は
そ
の
傾
向
が
一
層
顕
著
で
す
。
男

女
差
が
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
項
目
を
八
表
皿
ｖ
に
提
示
し
て
い

ま
す
が
、
二
八
項
目
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
特
に
「
学
習
会

へ
の
参
加
」
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」
が
女
性
に
少
な
い
こ
と

が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
和
問
題
に
関
し
て
も
、
「
起
源
」

「
解
決
へ
の
意
見
」
「
特
別
対
策
の
認
知
」
「
啓
発
活
動
・
同
和

教
育
へ
の
意
見
」
で
か
な
り
大
き
な
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

２
し
か
し
、
地
区
外
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
女
性
が
本
来
的
に

は
納
得
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
地
域
活
動

の
評
価
」
（
居
住
す
る
地
域
の
学
習
活
動
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
）
、
「
地
域
活
動
へ
の
役
割
」
（
地
域
の
学
習
活
動
な
ど
に
ど
の

程
度
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
）
な
ど
を
同
和
地
区
固
有
の
問

題
と
し
て
加
え
、
分
析
し
た
ら
、
よ
り
役
立
つ
結
果
が
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
ま
た
、
「
学
歴
」
「
職
業
」
な
ど
に
よ
る
分
類
が
少
な
く
、
「
表

側
」
と
「
表
頭
」
が
逆
転
し
て
い
る
（
と
し
か
思
え
な
ど
例

が
あ
る
の
は
残
念
で
す
が
、
地
区
外
で
述
べ
た
こ
と
と
重
複
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
以
上
は
触
れ
ま
せ
ん
。
ク
ロ
ス
集
計
の
一
覧

を
人
表
９
Ｖ
に
示
し
て
い
ま
す
。

１
地
区
外
（
国
民
）
の
意
識
調
査
と
同
時
に
、
同
和
地
区
住
民

の
意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
外
調
査
は
有
権
者
が

対
象
な
の
に
、
同
和
地
区
は
世
帯
主
か
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
対

象
な
の
で
、
回
答
者
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

同
和
地
区
で
は
男
性
の
四
○
・
五
○
・
六
○
歳
代
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
結
果
を

み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
啓
発
活
動
へ
の
接
触
で
は
、
「
学
習
会
・
識
字
学
級
」
（
五
・

八
ポ
イ
ン
ト
）
、
「
講
演
会
・
研
修
会
」
（
七
・
二
ポ
イ
ン
ト
）
、

「
地
域
懇
談
会
」
（
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
）
へ
の
参
加
は
、
前
回
二

九
八
五
年
）
よ
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
「
広
報
紙
・
冊
子
」
や
「
映

画
・
ビ
デ
オ
」
な
ど
を
読
ん
だ
り
・
み
た
人
は
す
べ
て
減
っ
て

い
ま
す
。
減
少
の
幅
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
は
一
一
一
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
、
「
広
報
紙
・
冊

３
性
別
の
傾
向

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
権
意
識
が
並
行
的
に
は
高
ま
っ

て
い
な
い
現
実
を
示
す
証
拠
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

１
中
間
報
告
の
概
要

二
同
和
地
区
（
Ａ
票
）
の
調
査
結
果



し閂
＜
表
９
＞
同
和
地
区
（
Ａ
票
）
の
ク
ロ
ス
集
計
-
一
覧
表

蝋jJJILllllLD聯JJlii
(
注
)
○
は
報
告
書
､
×
は
ク
ロ
ス
集
計
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

噸
忌
Ｐ
ｓ
１
ｏ
｣
J
迺
榊
ﾊ
､
。
､
暑
拙
ｷ
ﾞ
ﾍ
ﾐ
｡
.
h
<
辿
箔
鱒
§
暑
い
杣
↓
ご

柵
扇
霊
押
笄
黒
毛
ﾄ
ｊ
ｅ
鰹
､
K
旦
押
Ｎ
Ｊ
Ｓ
１
ｏ
③
ｅ
｣
J
i
P
g
逆
l
l
W

P
S
船
や
。
埣
旦
匝
隔
裂
凶
Ｑ
ｈ
(
裁
逆
′
垢
撰
柵
扇
A
j
1
｡
〈
製
:
Ｉ
ｌ
Ｕ

扇
e
l
I
1
1
H
1
1
Q
I
I
l
U
扇
如
朋
幻
Ｈ
ｗ
ｕ
Ｉ
ｕ
ｅ
ｉ
Ｕ
'
1
,
9
鱸
但
Ｉ
Ｉ
Ｕ
ｅ
欺
鋼
箔

鯛
冨
程
ｅ
迺
訓
蕊
｣
J
ゆ
Ｓ
Ａ
Ｎ
鉛
や
。

－
塒
鎚
寅
ｅ
墜
疸

i■ Ｉ Ｉ Ｉ 
（凶暑昇匝）血轡ｅヨゴーハヤ鴇四墓搬侭剛八三鵬ｖ

埠中ｅ（釦騨灘噸）畷埋緬驍寵髄臼
閂
＜
偲
弓
＞
逆
即
導
ｅ
針
輯
扇
ｅ
堅
但
Ⅵ
。
､
。
「
言
鑓
H
<
鍵
｣
ｅ／齪亜塁匝Ⅱ四／鋼匝鍵くｅ薫三甑匝屡匝Ⅱぐ

血陣即こい墓剛型

Ｓ岬掲／岬（一Ｐく製塙王糎呂Ｕ－埣托一ｍ野抑得ｅし

（凶暑展匝）但遷ｅ哀鎚塒ｅ謹駅八二鵬ｖ

●
●
 

戸
Ｃ
、
。

_
、

,1t１ 
，
－
〆

１① の結婚
ひのえうま

１② 家柄・血筋 結婚相手の

２
 ての意見 結錆につい

３① 子の就職 母子家庭の
３② 女は家庭 男は仕事

３③ 借家拒否 外国人への
４① 尊重状況日本の人権

４② 意識変化 加年前との

５
 人権問題 関心ある

６
 

人梅問題 外国の

７
 への対応 外国問題

８
 

認知
同和問題の

９
 

灘知の時期

１
０
 

認知の経路

11 起源
部落差別の

1
２
 

人との交際 同和地区の
週①＊既嬬者子供の結蛎

皿②＊未婚者自分の結妬

1
４
 への意見 問題解決

1
５
 

認知
特別対策の

1
６
 

解決の方法

1
７
 の方法

対策適正化

1
８
 の接触

啓発活動へ

1
９
 

の意見
啓発活動

2
０
 の葱見

同和教育

2
１
 

のあり方啓発・教育

2
２
 への参加 他の謂演会

地
域
プ
ロ
ツ
タ

○
 
○
 
○
 

(
丁

○
 

１
 

し
１ 

○
 
○
 
○
 

(._） 
し
）

○
 

(
）
 

し
)

(・ノ
(
）
 

丁｝
．！ 

(
）
 

１． 
会・し

。
し
）

○
 

、
、
．

性
×
年
齢

、一
◎
 
、

(
）
 

｢
）
 

（
）
 

１－ 
．１ 

○
 

(
)
 

(
）
 

丁》
今！

○
 

(
）
 

（
）
 

(
〕

（
）
 

(
）
 

、》
Ｉ 

(
〕

□
 

し
）

し
）

○
 
○
 

学
歴

(
）
 

職
業

L
）
 

（
」
､
○
 

○
 

○
 

企
業
の
従
業
員
数

○
 

、》
く

、

啓
発
活
動
へ
接
触

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

Ｘ
 

○
 

２
結
婚
へ
の
意
見

○
 
○
 

3
-
1
母
子
家
庭
の
就
職

×
 

×
 

○
 

3
-
2
男
は
仕
事
女
は
家
庭

×
 

×
 

○
 

3
-
3
外
国
人
へ
借
家
拒
否

×
 

×
 
○
 

4
-
1
日
本
の
人
権
状
況

×
 

×
 

×
 
○
 
○
 
○
 

４
－
２
１
０
年
間
の
意
識
変
化

×
 

×
 

×
 
○
 
○
 
○
 

９
露
知
の
時
期

×
 

１
０
翌
知
の
経
路

(
）
 

(
、

9
ｘ
１
０
露
知
の
時
期
・
経
路

×
 

１
１
部
落
差
別
の
起
源

1
3
-
1
子
ど
も
の
結
婿

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

Ｘ
 

(
）
 

（
）
 

１
３
２
自
分
の
結
婚

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 
･
 

Ｉ
）
 

１
４
問
題
解
決
へ
の
意
見

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

(~） 
(
）
 

×
 

×
 

×
 

×
 

（
）
 

×
 

×
 

１
５
特
別
対
策
の
認
知

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

Ｘ
 

Ｘ
 

×
 

×
 

×
 
○
 

１
６
解
決
の
力
法

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

Ｘ
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

l
6
x
l
4
解
決
の
方
法
．
意
見

１
７
適
正
化
の
方
法

×
 

×
 

１
９
啓
発
活
動
へ
の
意
見

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

Ｘ
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

２
０
同
和
教
育
へ
の
意
見

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

２
１
啓
発
教
育
の
あ
り
方

×
 

×
 

２
２
そ
の
他
の
講
演
会

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

ｊ・
》し

×
 

×
 

￣
 

C
ｑ
 

異
種
咽掴

匝
蒋
ｅ

ト．←

。
、
戸

鍬
詞
正髄

卸
胆
ｅ

⑦。⑭
［ＩＣ 

鴎
蝉
1
1
Ⅱ
Ⅱ

主
ｌ
＜
０
，
１

①、の【
[
－
 
円

執赴相
ｅ国に

ｃ、Ｃ［

ｕ
つ
閂

語
艦
屋
鵬

:
放

埋
稜
ｅ

［・ト［
C
ｑ
 

Ｃ
ｑ
 

ｅ
４
Ｋ
 
蝿

型
鵜

①。←
国Ｉ閏
胆
騨
墾劉

Ｊ
Ｈ
既
ｅ

》。ト

－
 

戸

駐
ｅ
皿

腿
〈
題
崖
掴

［。［［
Ｃ［１画［

鼻脂璽
》。、

［Ｉ田
須
一
L
１

胆
恒

:
l
Ｈ
ｅ
 

、．⑭

閂戸

椣
誼
震瑠

稲
柵
ｅ

、．⑭
トー田

瀧蜘
＠．［【

囚’＠
ミ
ヤ

て
く
ト
ー
－

》・国【

￣
 

閂

星
空
石

鮨
期

▲
｢
、

ｍ
ｖ
 

、
一

Ｃ、ト
＠－四
瀧
鮪
＝
 

ト
ト

難
園

国．ト
トー①
選
凹坦

画
。
Ｒ
」
j
＋

、．Ｃ［

Ｃ
、

酸
昌
や

量
拙

鵬
悪
樋

垣・［［
、ｌ田

題塀
◎．◎［ 

垣ＩＣ
u
Ｋ
墨

灘
畷

」０③

t
～
 

ｅ
〈
恒

圃
鋼
渡

章
亜
ｅ

、。」
マー田
累
鮴

聯
Ｎ
－
、

已
崖

函０ｍ
》’＠

１
１
１
１
避
曇

N
－
，
挺

何
演
搬

◎。や

ｕ
つ

Ｃ掲口『
蔑呈蝿

題黒匝
、。の

、－国［
罫
４
Ｍ
瀧

製
鷺

の。、
、’＠
謹
製
曇

固
く
砺

囚０国［

因ｌ［
悪
騰
鰻

襲
ｅ
自

埋
H
I
-
,
蛭

》・の
ロー田

仙型塵
伽蝿瀧

、．①
囚１℃
柵
避
曇

騨
露
く
演
縦

囚。［［

柵
柵

柵

血呼（Ｓ押念／押短圏謹）即こい墓鋼箔くＳ抑（狙い町）蟹哩景駝国（亜せ）趨興景願国（紳恕宙）堅鯉ｅゆ幻卜国皿随ｅく斑駐掴題画 屋穂ｅ堪鞍語弊四弧型匿・伽鰹瀧レ。仙瀧離郵浸し。 鯉紬し○伽鰹瀧ｅ諒三剛亜屡匝○伽個鑓く鴎型レロ蕊縦避鍾語柵騨ペレロ墨曠鑓く曇画しロ蘂朕避露孟柵卜例ロ曇縦冨鍵ｅ掴虫レロ 判疸ｅ福胆制回判疸ｅ枳翌胆鉛忽仙鞄ロ 起赴相ｅ侭に』
血呼（二恥／灯色卿騨）⑩ＳＰＲ製塙くこ榊竪埋ｅ締小慰ｅつく塩自・辱騰ｅ什理恕埋く饅握ｅ作ｅ幽搬作電しべ馬笄ｅ細鋤魁ぺｅ丹、く望鬮ｅ罷髄ｅ剖橿叶昌く Ｅ涙ｅく趨亜ｅ画諒く （Ｐ拙縫田）悪埜呈髄レロ（仰無・撫卸）墾蝿景嬬四柄ト辺・国筥Ｕ辱脂鞭。ニヤイニミｒト□ 判但繍髄ｅ武罫碧回二弾①禅〉押型演棚回



１９意識調査結果（最終報告）の分析

５
啓
発
活
動
へ
の
接
触
別
の
傾
向

１
啓
発
活
動
へ
の
接
触
別
の
傾
向
を
人
表
田
ｖ
に
示
し
て
い
ま

す
。

２
「
書
籍
」
を
何
回
も
読
ん
だ
人
の
順
位
は
「
多
回
」
で
は
す

べ
て
①
（
第
１
位
）
で
、
「
書
籍
」
を
読
む
こ
と
の
効
果
を
示
し

て
い
ま
す
。

３
次
に
、
「
学
習
会
・
識
字
学
級
」
「
講
演
会
・
研
修
会
」
が
効

果
的
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」

は
、
「
差
」
の
点
で
は
効
果
が
薄
い
こ
と
を
示
す
順
位
に
な
っ
て

い
ま
す
。

４
「
地
域
懇
談
会
」
の
効
果
は
同
和
問
題
で
は
大
き
い
よ
う
で

す
。

５
「
雑
誌
・
週
刊
誌
」
は
特
に
Ｃ
（
国
際
問
題
）
で
効
果
が
大

き
く
、
「
映
画
・
ビ
デ
オ
」
が
こ
れ
に
次
ぎ
ま
す
。

人
は
少
数
で
す
の
で
、
「
別
歳
以
上
」
「
年
齢
不
明
」
と
と
も
に

無
視
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
諸
点
を
指
摘
で
き
ま
す
。

（
１
）
若
い
人
に
進
ん
で
い
る
項
目
が
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

「
曰
本
の
人
権
状
況
」
「
、
年
間
の
意
識
の
変
化
」
「
外
国
の

問
題
へ
の
対
応
」
で
は
若
い
人
の
意
識
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）
若
い
人
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
啓
発
活
動
の
二
項
目
中

四
項
目
、
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」
九
項
目
中
五
項
目
で
す

が
、
同
和
問
題
に
関
し
て
は
「
特
別
対
策
」
を
知
ら
な
い
人
、

「
同
和
問
題
の
解
決
」
に
「
自
分
も
努
力
す
べ
き
だ
と
思
う
」

と
答
え
た
人
が
少
な
い
こ
と
が
特
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
し

ょ
う
。
同
和
問
題
は
同
和
地
区
の
人
に
と
っ
て
は
生
命
と
生

活
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
避
け
て
は
通
れ
な
い
深
刻
で
、

厳
し
い
現
実
に
、
若
年
層
の
自
覚
が
乏
し
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

（
３
）
な
お
、
高
齢
者
と
と
も
に
若
い
人
が
遅
れ
て
い
る
項
目
は
、

「
広
報
紙
・
冊
子
」
「
新
聞
」
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
へ
の
接

触
、
。
「
難
民
条
約
」
「
国
際
先
住
民
年
」
「
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。

２
女
性
の
年
齢
別
の
傾
向
を
八
表
ｎ
Ｖ
に
示
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
若
い
人
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
因
習
に
対
す
る
態
度
、
同

和
問
題
以
外
の
差
別
の
と
ら
え
方
で
、
同
和
問
題
に
関
し
て

は
そ
の
「
起
源
」
だ
け
で
す
。

活
動
は
六
項
目
（
「
学
習
会
・
識
字
学
級
」
「
広
報
紙
・
冊
子
」

「
新
聞
」
「
雑
誌
・
週
刊
誌
」
「
書
籍
」
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
）

で
、
「
見
聞
き
し
た
国
際
問
題
」
は
七
項
目
（
「
世
界
人
権
宣

言
」
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
「
国
際
人
権
規
約
」
「
女
子
差
別

撤
廃
条
約
」
「
難
民
条
約
三
児
童
の
権
利
条
約
」
「
国
際
先
住

民
年
』
を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
「
同
和
問
題
解
決
へ
の
意
見
」

も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
ま
す
。

＜表13＞啓発活動への接触別の傾向（同和地区） ＜表12＞女性の年齢別の傾向（同和地区）（
２
）
若
い
人
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
「
結
婚
に
つ
い
て
の
意
見
」

「
特
別
対
策
の
認
知
」
で
す
。
「
結
婚
は
当
事
者
の
合
意
だ
け
」

と
い
う
考
え
が
若
い
人
に
少
な
い
の
は
、
地
区
外
と
共
通
し

て
い
ま
す
。

（
３
）
ま
た
、
「
講
演
会
・
研
修
会
」
「
地
域
懇
談
会
」
「
同
和
問
題

以
外
の
講
演
会
」
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
ま

す
。

（
４
）
高
年
者
と
と
も
に
若
年
者
に
少
な
い
項
目
が
多
く
、
啓
発

同和問題以外

の人権問題
同和問題

見聞きした国

際題

解決法につい

て誤った理解

！ 

］ 

(注）「多回」は「何回となく」接触した人の比率を比較し、高い順に第１位、
第２位とし、４項目別に合計して、順位をつけたもの。「差」は｢何回と
なく」から「ない」を引き、その数値が最も大きいものを第１位とし、
以下は同様の方法を用いた。点数が少ないほど、効果的であったことを
示していると考えられる。

注）１．▼のある項目は特に20歳代が進んでいる、あるい

は遅れている項目

２．Ａ＝同和問題以外の人権問題、Ｂ＝同和問題、

Ｃ＝啓発活動への接触、Ｄ＝見聞きした国際問題

Ｅ＝問題解決の方法、Ｆ＝適正化の方法

同和問題以外

の人権問題

多回 差

同和問題

多回 差

見聞きした国
際問題

多回 差

解決法につい

て誤った理解

多回 差

学習会・識字学級 ２ ④ ３ ③ ４ ⑨ ３ ② 

講演会・研修会 ３ ② ２ ① ３ ⑥ ２ ① 

地域懇談会 ６ ⑨ ４ ⑤ ８ ⑩ ４ ④ 

広報紙・冊子 1０ ⑤ 1０ ③ 1０ ③ 1０ ② 

新聞 ８ ⑧ ７ ⑦ ６ ② ７ ⑨ 

雑誌・週刊誌 ４ ⑩ ５ ⑨ ２ ④ ６ ⑩ 

書籍 １ ③ １ ② １ ① １ ⑤ 

ラジオ・テレビ ７ ⑥ ７ ⑧ ６ ⑥ ７ ⑧ 

映画・ビデオ ５ ⑤ ６ ⑥ ５ ⑤ ５ ⑤ 

褐 ７丁； 物 ８ ⑦ ９ ⑩ ９ ⑧ ９ ⑤ 

若い人が進んでいる

(積極的な、多い）項目
若い人が遅れている
(消極的な、少ない）項目

Ａひのえうまの結婚 Ａ結婚についての意見

Ａ結婚相手の家柄・血筋 Ｂ認知経路（身うち）

Ａ母子家庭の子の就職 Ｂ認知経路（仲間）

Ａ男は仕事、女は家庭 Ｂ子どもの結婚(既婚者）

Ａ外国人への借家拒否 Ｂ特別対策の認知

Ａ外国の問題への対応 Ｃ▼講演会・研修会

Ｂ▼認知時期（15歳まで） Ｃ▼地域懇談会

Ｂ認知経路（啓発･教育） Ｃ▼同和問題以外の講演会

Ｂ部落差別の起源 Ｅ生活力の向上

Ｃ映画・ビデオ Ｅ▼社会的生活能力の向上

Ｃ掲示物 Ｆ行政の主体性

Ｄアパルトヘイト

Ｅ地域の人が分散する

Ｅ地区外の意識の向上



Ｉ 
２１意識調査結果（最終報告）の分析

2０ 

重
」
が
最
も
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
「
加
歳
以
上
」
に

な
っ
て
「
広
報
紙
・
冊
子
」
で
問
題
を
初
め
て
知
っ
た
人
の
知

識
が
乏
し
い
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
「
子
ど
も
の
結
婚
」
に
つ
い
て
「
相
手
の
親
は
子
ど
も
の
意

志
を
尊
重
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
回
答
は
か
な
り
不
規
則
で
す
。

年
齢
別
に
は
男
女
と
も
「
刀
歳
代
」
に
最
も
多
く
、
学
歴
別
に

は
「
大
学
卒
」
、
職
業
別
に
は
「
学
生
」
に
最
も
多
く
、
「
従
業

員
数
」
で
は
「
ｎ
人
未
満
」
が
多
く
、
「
官
公
庁
」
が
少
な
い
と

い
う
や
や
意
外
と
も
思
え
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
官
公
庁
」
勤
務
者
が
差
別
を
よ
り
厳
し
く
と
ら
え
て
い
る
た

め
と
考
え
れ
ば
、
納
得
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
啓
発
活
動
へ

の
参
加
」
別
に
は
、
項
目
に
よ
っ
て
傾
向
が
違
い
ま
す
。
参
加

し
た
（
読
ん
だ
・
み
た
）
人
が
最
も
高
率
を
示
し
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
逆
転
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
八
表
巧
ｖ
が

そ
の
結
果
で
す
。
全
体
と
し
て
、
こ
の
「
子
ど
も
の
結
婚
」
は

質
問
の
趣
旨
を
考
え
る
と
単
純
な
解
釈
は
慎
む
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

３
「
特
別
措
置
」
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
「
問
題
の
解
決
に

努
力
す
べ
き
」
と
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
各
項
目

を
分
類
し
た
結
果
が
八
表
Ｍ
ｖ
で
す
。
全
体
と
し
て
「
特
別
措

置
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」
、
「
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
」
と
答
え

た
人
の
意
識
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
①
「
結
婚
に
つ
い
て
の
意

１
地
区
外
と
同
様
に
、
「
部
落
差
別
の
起
源
」
に
関
す
る
集
計
結

果
を
八
表
Ⅲ
ｖ
に
示
し
て
い
ま
す
。
数
値
は
ほ
ぼ
予
想
通
り
で

す
。
「
部
落
差
別
は
近
世
初
頭
に
農
民
か
ら
の
収
奪
を
容
易
に

し
、
幕
藩
体
制
を
維
持
・
安
定
す
る
た
め
に
政
治
的
に
つ
く
ら

れ
た
」
と
い
う
知
識
は
、
「
刈
歳
代
」
と
啓
発
活
動
に
多
く
参
加

し
て
い
る
人
に
豊
か
で
、
「
認
知
の
時
期
」
別
に
は
「
咀
～
Ⅳ
歳
」
、

「
認
知
の
経
路
」
別
に
は
「
学
校
の
授
業
」
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
「
解
決
へ
の
意
見
」
別
に
は
「
努
力
す
べ
き
だ
」
、
「
特
別

措
置
」
を
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
人
、
啓
発
活
動
・
同
和
教
育

は
「
積
極
的
に
す
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
に
正
し
い
知
識
の
持

ち
主
が
多
い
と
い
う
結
果
は
納
得
で
き
ま
す
が
、
「
子
ど
も
の
結

婚
」
に
つ
い
て
は
「
周
囲
の
反
対
が
あ
れ
ば
結
婚
さ
せ
な
い
」

と
い
う
人
に
正
し
い
知
識
が
最
も
多
く
、
「
子
ど
も
の
意
志
尊

６
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
「
新
聞
」
は
全
体
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
効

果
が
な
い
よ
う
で
、
「
広
報
紙
・
冊
子
」
は
「
差
」
は
除
い
て
す

べ
て
最
下
位
で
す
。

７
地
区
外
で
も
述
べ
た
こ
と
で
す
が
、
各
媒
体
が
も
つ
特
徴
を

活
か
し
た
働
き
か
け
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
地
区
外
と
同
様
に
、
接
触
し
た
人
の
少
な
い
媒
体

は
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
無
視
し
て
い
ま
す
。

６
項
目
間
の
若
干
の
ク
ロ
ス
の
結
果

１ 

＜表15＞結婚で子どもの意志を尊重するという人（同和地区）【総合29.6％】

（単位：％）
＜表14＞「政治起源脱」を選択した人（同和地区）【総合70.3％】 (単位：％）

Ｉ 

最高数値の層 最低数値の層

性別 男性（74.3） 女性（65.5）

年齢 30歳代（男77.5、女72.2） 70歳代（男72.8,女61.8）

啓発活動への接触
学習会･識字学級

講演会・研修会

地域懇談会

広報紙・冊子

新聞

雑誌・週刊誌

書籍

ラジオ・テレビ

映画・ビデオ

褐 Z「； 物

何回もある（80.6）

何回もある（8Ｌ３）

何回もある（79.3）

何回もある（78.0）

何回もある（78.8）

何回もある（80.5）

何回もある （84.5） 

何回もある（77.8）

何回もある（79.8）

何回もある（78.7）

ない （61.7） 

ない （58.8） 

ない （62.1） 

ない （50.1） 

ない （56.8） 

ない （63.3） 

ない （61.4） 

ない （59.3） 

ない （56.6） 

ない （55.6） 

認知の時期 15～17歳（75.9） 20歳以上（63.8）

認知の経路 学校の授業（79.5） 広報紙・冊子（60.1）

子どもの結婚 反対あればさせない（78.3） 子どもの意志尊重（70.9）

解決への意見 解決に努力すべきだ（79.6） しかるべき人が解決する（59.7）

特別対策の認知 よく知っている（80.6） 何も知らない （40.5） 

解決の方法 地区外の人の意識高揚（76.0） 自然になくなる（54.2）

啓発活動の意見 積極的にすべきだ（78.7） あまりやらない方がいい （61.4） 

同和教育の意見 積極的にすべきだ（79.5） あまりやらない方がいい （60.9） 

最高数値の層 最低数値の層

性別 男性（30.5） 女性（28.4）

年齢 70歳代（男34.4,女34.9） 男：４０歳代(27.2)女：３０歳代（252）

学歴 大学（313） 高校・'日中（289）

職業 学生（44.4） 家庭婦人（262）

企業の従業員数 10人未満（29.9） 官公庁（26.5）

啓発活動への接触
学習会･識字学級

講演会・研修会

地域懇談会

広報紙・冊子

新聞

雑誌・週刊誌

書籍

ラジオ・ＴＶ

映画・ビデオ

掲 ﾌﾖﾏ 物

何回もある（30.2）

何回もある・ない（29.7）

何回もある（30.0）

ない （30.4） 

1～２回（29.8）

何回もある（30.0）

何回もある（30.7）

ない （29.7） 

ない（31.1）

ない （30.7） 

ない （29.0） 

1～２回（28.8）

1～２回（28.7）

何回もある（29.2）

何回もある （29.3） 

1～２回（28.5）

1～２回（27.9）

l～２回（29.0）

1～２回（27.9）

何回もある（28.9）

問題解決への意見 解決に努力する（304） なりゆきにまかせる（28.7）

特別対策の認知 よく知っている（30.4） 内容はよく知らない （28.4） 

啓発活動への意見 やるべきでない （365） ほどほどにすべきだ（29.8）

同和教育への意見 やるべきでない （331） ほどほどにすべきだ（28.1）






